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離島・へき地医療学講座 
論文 

A 欧文 
A-a 

1. Koyamatsu J, Shimizu Y, Kadota K, Nagayoshi M, Yamanashi H, Sato S, Goto H, Murase K, Aoyagi K, Maeda T: Association 
of serum gamma-glutamyltransferase (GGT) and diabetes with triglycerides-to-HDL cholesterol ratio in Japanese subjects : The 
Nagasaki Study. Acta Med Nagasaki 61: 61-65, 2017 

2. Kawashiri SY, Fujikawa K, Nishino A, Okada A, Aramaki T, Shimizu T, Umeda M, Fukui S, Suzuki T, Koga T, Iwamoto N, 
Ichinose K, Tamai M, Mizokami A, Nakamura H, Origuchi T, Ueki Y, Aoyagi K, Maeda T, Kawakami A: Ultrasound-detected 
bone erosion is a relapse risk factor after discontinuation of biologic disease-modifying antirheumatic drugs in patients with 
rheumatoid arthritis whose ultrasound power Doppler synovitis activity and clinical disease activity are well controlled. Arthritis 
Res Ther 19(1): 108, 2017 (IF: 4.121) 

3. Nagayoshi M, Higashi M, Takamura N, Tamai M, Koyamatsu J, Yamanashi H, Kadota K, Sato S, Kawashiri SY, Koyama Z, 
Saito T, Maeda T: Social networks, leisure activities and maximum tongue pressure: cross-sectional associations in the Nagasaki 
Islands Study. BMJ Open 7(12), 2017 (IF: 2.369) 

4. Shimizu Y, Sato S, Noguchi Y, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Nagata Y, Maeda T: 
Triglycerides and blood pressure in relation to circulating CD34-positive cell levels among community-dwelling elderly Japanese 
men: a cross-sectional study. Environ Health Prev Med 22(1): 77, 2017 (IF: 1.214) 

5. Shimizu Y, Sato S, Noguchi Y, Koyamatsu J, Yamanashi H, Higashi M, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Nagata Y, 
Takamura N, Maeda T: Impact of single nucleotide polymorphism on short stature and reduced tongue pressure among 
community-dwelling elderly Japanese participants: a cross-sectional study. Environ Health Prev Med 22(1): 62, 2017 (IF: 1.214) 

6. Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Inoue K, Nagata Y, Maeda T: Handgrip 
strength and subclinical carotid atherosclerosis in relation to platelet levels among hypertensive elderly Japanese. Oncotarget 
8(41): 69362-69369, 2017 (IF: 5.168) 

7. Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Higashi M, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Takamura N, Maeda T: 
Serum sodium level within the normal range is associated with maximum voluntary tongue pressure against the palate among 
community-dwelling older Japanese men. Geriatr Gerontol Int 18(1): 183-186, 2017 (IF: 2.351) 

8. Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Maeda T:  Association between high-
density lipoprotein-cholesterol and hypertension in relation to circulating CD34-positive cell levels. J Physiol Anthropol 36(1): 
26, 2017 (IF: 1.250) 

9. Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Maeda T:  Possible mechanism 
underlying the association between higher hemoglobin level and hypertension in older Japanese men. Geriatr Gerontol Int 17(12): 
2586-2592, 2017 (IF: 2.351) 

10. Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Kawashiri SY, Inoue K, Nagata Y, Maeda T: Platelets 
and circulating CD34-positive cells as an indicator of the activity of the vicious cycle between hypertension and endothelial 
dysfunction in elderly Japanese men. Atherosclerosis 259: 26-31, 2017 (IF: 4.239) 

11. Nishino A, Kawashiri SY, Shimizu T, Umeda M, Fukui S, Koga T, Iwamoto N, Ichinose K, Tamai M, Nakamura H, Origuchi T, 
Nagata Y, Maeda T, Aoyagi K, Kawakami A: Assessment of both articular synovitis and tenosynovitis by ultrasound is useful 
for evaluations of hand dysfunction in early rheumatoid arthritis patients. Mod Rheumatol 27(4): 605-608, 2017 (IF: 1.818) 

12. Matsumoto M, Takeuchi K, Owaki T, Iguchi S, Inoue K, Kashima S, Tazuma S, Maeda T: Results of physician licence 
examination and scholarship contract compliance by the graduates of regional quotas in Japanese medical schools: a nationwide 
cross-sectional survey. BMJ Open 7(12) , 2017 (IF: 2.369) 

A-e 
1. Sho Kubota, Kenji Tokunaga, Motohiko Oshima, Tomohiro Umezu, Akinori Kanai, Kar Ton Tan, Henry Yang, Eisaku Iwanaga, 

Norio Asou, Takahiro Maeda, Atsushi Iwama, Kazuma Ohyashiki, Motomi Osato, Goro Sashida：RUNX2 super enhancer 
promotes the development of blastic plasmacytoid dendritic cell neoplasm. 第 79 回日本血液学会学術集会 

2. Jun Koyamatsu, Yuji Shimizu, Hirotomo Yamanashi, Mako Nagayoshi, Yuko Noguchi, Koichiro Kadota, Shin-ya Kawashiri, 
Kazuhiko Arima, Kiyoshi Aoyagi, Takahiro Maeda：Height and BMI status as indicators of vascular maintenance activity in 
general elderly Japanese subjects. 第 13 回国際生理人類学会議 

3. Yuji Shimizu, Jun Koyamatsu, Hirotomo Yamanashi, Mako Nagayoshi, Yuko Noguchi, Koichiro Kadota, Shin-ya Kawashiri, 
Kazuhiko Arima, Kiyoshi Aoyagi, Takahiro Maeda：Asian-specific inflammatory single nucleotide polymorphism (SNPs) is 
associated with height levels among general elderly Japanese. 第 13 回国際生理人類学会議 

4. Hirotomo Yamanashi, Yuji Shimizu, Jun Koyamatsu, Mako Nagayoshi, Koichiro Kadota, Shinya Kawashiri, Mami Tamai, 
Takahiro Maeda：Validity of maximum isometric tongue pressure as a screening test for physical frailty: cross-sectional study 
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on Japanese community-dwelling elderly people. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

B 邦文 
B-c 

1. 山梨啓友：日常病．（草場鉄周，金井伸行（編）：総合診療専門医のためのワークブック，中山書店，東京）2017 

2. 山梨啓友・前田隆浩：アルコール関連問題．（渡邉隆将，齋木啓子（編）：Common disease の診療ガイドライン，

羊土社，東京，p229-237 所収）2017 

B-e 
1. 小屋松淳, 清水悠路, 山梨啓友, 前田隆浩: 長崎県五島市におけるクラウド型電子お薬手帳の運用とその有用性の検

討. 第 76 回日本公衆衛生学会 

2. 永吉真子, 玉井慎美, 山梨啓友, 小屋松淳, 川尻真也, 近藤英明, 福井翔一, 前田隆浩: 高齢者のソーシャルネットワ

ークと舌圧との関連. 第 76 回日本公衆衛生学会 

3. 清水悠路, 小屋松淳, 永吉真子, 山梨啓友, 玉井慎美, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩: 高齢者における握力低下と血清

HDL コレステロールとの関係. 第 76 回日本公衆衛生学会 

4. 清水悠路, 手塚一秀, 小屋松淳, 永吉真子, 山梨啓友, 川尻真也, 磯博康, 前田隆浩: 高齢男性における高血圧の影響

を考慮した飲酒習慣と頸動脈・動脈硬化の関連. 第 39 回日本アルコール関連問題学会 

5. 清水悠路, 佐藤晋平, 永吉真子, 門田耕一郎, 小屋松淳, 山梨啓友, 川尻真也, 前田隆浩: 血管修復因子としての血小

板と高血圧の関係. 第 87 回日本衛生学会学術総会 

6. 折田真紀子，東美穂，常岡正廣，佐藤晋平, 小屋松淳, 山梨啓友, 門田耕一郎, 永吉真子, 齋藤俊行, 前田隆浩: 地域

在住中高年者における舌圧力と生活習慣病関連因子との関係. 第 87 回日本公衆衛生学会学術総会 

7. 今道英秋, 古城隆雄, 小谷和彦, 前田隆浩, 谷憲治, 井口清太郎, 澤田努, 森田喜紀, 梶井英治: へき地に勤務する医

師の専門医取得に関する障害とその解決方法. 第 49 回日本医学教育学会 

8. 小屋松淳, 野原夏樹, 清浦海里, 山梨啓友, 近藤英明, 川尻真也, 村瀬邦彦, 永田康浩,前田隆浩: 医歯薬 3 学部 4 学科

の共修における意識調査・テキストマイニングによる評価を用いて. 第 49 回日本医学教育学会 

9. 小屋松淳, 野原夏樹, 清浦海里, 山梨啓友, 近藤英明, 川尻真也, 村瀬邦彦, 永田康浩,前田隆浩: 医歯薬 3 学部 4 学科

の共修における意識調査～漢方(東洋医学)を中心に～. 第 49 回日本医学教育学会 

10. 清浦海里, 小屋松淳, 野原夏樹, 山梨啓友, 近藤英明, 川尻真也, 村瀬邦彦, 永田康浩,前田隆浩: 医療系学生と福祉

系学生の共修における意識の違い・テキストマイニングによる評価を用いて. 第 49 回日本医学教育学会 

11. 松坂雄亮, 西野文子, 野口郁恵, 久芳さやか, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩: 多職種連携教育はいつ必要か？ 〜医

学部生に対する多職種連携志向性調査から〜. 第 49 回日本医学教育学会 

12. 内田直子, 尾崎美杜, 松坂雄亮, 野口郁恵, 西野文子, 久芳さやか, 奥村あすか, 吉田麻衣, 宮野澄男, 潮谷有二, 前
田隆浩: 未来のプライマリ・ケアへの架け橋『長崎多職種連携・たまごの会』. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学

会学術大会 

13. 山梨啓友, Chaudhry Amina, Carla RepettoErnestina, 前田隆浩: 国境なき医師団、パプアニューギニア湾岸州の共同結

核対策プロジェクト. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

14. 長浦由紀, 井上圭太, 前田隆浩, 松原大, 依田彩文, 中道聖子, 大園恵幸: 総合診療科における心の健康問題の休職

者に対する職場復帰支援の検討 —医師と臨床心理士の協働から—. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大

会 

15. 松坂雄亮, 西野文子, 野口郁恵, 久芳さやか, 中尾勘一郎, 松尾誠司, 谷川健, 安武亨,前田隆浩, 永田康浩: 在宅医・

医学生・大学教員の三位一体で行う在宅医療実習の実践. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

16. 小屋松淳, 山梨啓友, 佐藤晋平, 武田和明, 村瀬邦彦, 前田隆浩: トライアスロン大会で運動誘発性肺水腫を来した 2
症例の検討. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

17. 藤本優, 門村由紀子, 西野文子, 松坂雄亮, 野口郁恵, 久芳さやか, 陣野紀代美, 南涼子, 藤井卓, 安武亨, 前田隆浩: 
医学部における必修『地域包括ケア実習』導入 1 年目の報告. 第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

18. 玉井慎美, 永吉真子, 清水悠路, 山梨啓友, 小屋松淳, 西村貴孝, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩, 永山雄二: 特定検診

におけるリウマチ検診の試み. 第 27 回日本疫学会 

19. 永吉真子, 清水悠路, 玉井慎美, 小屋松淳, 山梨啓友, 青柳潔, 有馬和彦, 門田耕一郎,佐藤晋平, 川尻真也, 前田隆

浩: BMI 低値と末梢動脈疾患との関連. 第 27 回日本疫学会 
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20. 齋藤俊行, 東美穂, 北村雅保, 岩崎理浩, 福田英輝, 林田秀明, 小山善哉, 介田圭, 川崎浩二, 前田隆浩, 永吉真子, 
常岡正廣, 高村昇: 地域住民における舌圧と現在歯数の関連性:五島研究. 第 66 回日本口腔衛生学会総会 

21. 玉井慎美, 永吉真子, 山梨啓友, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩, 川上純: リウマチリウマチ検診の試み. 第 114 回日本

内科学会総会 

22. 小屋松淳, 野原夏樹, 清浦海里, 山梨啓友, 村瀬邦彦, 永田康裕, 前田隆浩: 医歯薬 3 学部 4 学科の共修における意識

調査～テキストマイニングによる評価を用いて～. 第 7 回 九州地域医療教育研究会 

23. 川㞍真也，折口智樹，川野充弘，山本元久，和泉泰衛，中村英樹，前田隆浩，川上純：IgG4 関連疾患における線維

化バイオマーカーの検討. 第 61 回日本リウマチ学会総会 

24. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，日

髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上純：アバタセプト治療関節リウマチ患者における骨関連

バイオマーカーの評価：九州地区多施設共同 RA 超音波前方視的コホート研究. 第 61 回日本リウマチ学会総会 

25. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，日

髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上純：バイオマーカーと超音波指標で解析する関節リウマ

チにおける生物学的製剤治療の有効性の評価：九州地区多施設共同 RA 超音波コホート研究. 第 61 回日本リウマチ

学会総会 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 2 4 6 27 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 理事 日本プライマリ・ケア連合学会 

前田隆浩・教授 副会長 日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会 

前田隆浩・教授 委員 スマートウェルネス住宅等推進調査委員会 

前田隆浩・教授 委員長 長崎県油症対策委員会 

前田隆浩・教授 副委員長 自治医科大学地域医療フォーラム実行委員会 

前田隆浩・教授 代表世話人 全国地域医療教育協議会 

前田隆浩・教授 委員 全国医学部長病院長会議地域医療検討委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島地区肝炎対策委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院倫理委員会 

前田隆浩・教授 委員 新型インフルエンザ対策協議会 

前田隆浩・教授 委員 五島保健所地域・職域連携推進協議会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策協議

委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院治験審査委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院群研修管理委員会 

前田隆浩・教授 評議員 日本生理人類学会 

前田隆浩・教授 評議員 日本病院総合診療医学会 

前田隆浩・教授 委員 五島市保健対策推進協議委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島市予防接種健康被害調査委員会 

前田隆浩・教授 副会長 ながさき健康・省エネ住宅推進協議会 
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前田隆浩・教授 委員長 長崎県・総合診療専門医養成推進委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県地域医療構想調整会議 

前田隆浩・教授 代議員 日本疫学会 

山梨啓友・助教 代議員 日本プライマリ・ケア連合学会 

山梨啓友・助教 委員 日本プライマリ・ケア連合学会専門医部会学

術部会 

山梨啓友・助教 委員 五島市定住自立圏共生ビジョン懇談会 

山梨啓友・助教 委員（代理） 五島市地域包括ケアシステム連絡協議会 

山梨啓友・助教 外部有識者 五島市データヘルス計画策定 

山梨啓友・助教 委員 五島市疾病対策研究会 

山梨啓友・助教 国際緊急援助隊感染症対策チーム 国際協力事業団 

山梨啓友・助教 ロヒンギャ難民緊急支援派遣医 国境なき医師団 

小屋松淳・助教 五島中央病院臨床研修委員会 長崎県五島中央病院 

小屋松淳・助教 五島市調剤情報共有システム事務局 五島市 

小屋松淳・助教 五島長崎国際トライアスロン大会医療班 五島市 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 
Wnt シグナルと骨・血管連関の生理的多型性 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
血管リモデリングが動脈硬化に及ぼす生理

的多型及び、機能的潜在性の解明 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
地域枠出身医師の進路に関するコホート研

究 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
HTLV-1 による慢性炎症修飾の関連解明を

目指したコホート研究 

前田隆浩・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 疾病・介護予防 PHR モデルに関する研究 
介護予防政策へのパーソナル・ヘルス・レコ

ード（PHR）の利活用モデルの開発 

前田隆浩・教授 厚生労働省 分担 地域医療基盤開発推進研究事業 
へき地医療において提供される医療サービ

スの向上とへき地医療に従事する医師の労

働環境改善に係る研究 

前田隆浩・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 Medical Arts の創生に関する研究 
外科、がん、看護、リハビリ等の新たな医療

技術やソフトウェアの開発、クラウド型広域

調剤情報共有システムの構築と有効性・安全

性の検証 

前田隆浩・教授 医療経済研究機構 代表 調剤情報共有システムを活用したポリファ

ーマシーの大規模実態調査と是正方策の検

討 

山梨啓友・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
Microbleeds を用いた細動脈硬化症による脳
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卒中発症の病態解明 

山梨啓友・助教 明治安田厚生事業団  代表 若手研究者のための健康科学研究助成 
地域在住高齢者の国際比較研究 動脈硬化

に着目したサルコペニアの病態解明 

山梨啓友・助教 かなえ医薬振興財団  代表 アジア・オセアニア交流研究助成 
地域在住高齢者の国際比較研究 動脈硬化

に着目したサルコペニアの病態解明 

山梨啓友・助教 長崎県地域医療の研究支援を目的

とした医師団 
代表 頭 部 MR に お け る 微 小 出 血 (cerebral 

microbleed)の関連マーカーの開発 

小屋松淳・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
カネミ油症患者から出生した新生児におけ

る発達発育予後評価の取り組み 

小屋松淳・助教 一般財団法人輔仁会 代表 島医療保健実習における学生アンケートの

質的評価法の開発と質の向上 
～テキストマイニングを用いた質的評価法

の開発にむけて～ 

前田隆浩・教授 佐々町 動脈硬化を中心とした生活習慣病関連因子

の調査・研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005 年 8 月 2012 年 6 月 特願 2005-234389 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 非常勤講師(地域医療学) 国立大学法人 徳島大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

前田隆浩・教授 「地域枠」医師 3%
根付かず 

読売新聞 2017 年 
3 月 26 日 

全国地域医療教育協議会の活動で全国

の地域枠学生の進路調査について掲載

された。 

 


